
　日本医療安全調査機構（医療事故調査・支援セン

ター）では、医療事故として報告された事例につい

て、医療事故の再発防止策を簡潔に伝えるために 

「医療事故の再発防止に向けた警鐘レポート」（A4 1

枚両面）を創刊しました。警鐘レポートが臨床現場

の一人ひとりに届けられ、医療安全に寄与すること

を期待しています。

●【�警鐘レポートNo.1「ペーシングワイヤー
抜去に伴う心損傷による死亡」】（図表1）

・心損傷を回避するために
　ワイヤーの留置位置と留置方向を知ろう！
　一時的体外式ペーシングは、心臓手術後の不整脈

の治療を目的に、手術中、心筋に留置しますが、術

後1週間程度で抜去されます。その抜去時に心損傷

による心嚢内出血を来し、大量出血のため死亡した

事例が当センターに3例報告されています。これらの

事例から、心損傷に至ったと考えられる要因として、

術中、ペーシングワイヤーが心腔内に至る深い位置

に留置されること、もしくは、心筋および心嚢内で

折り返すようなワイヤーの留置になっていることが

挙げられました。この状態でワイヤーを抜去すると、

留置している部分（心筋）に負荷がかかり、心損傷に

つながると考えられます。そのため、抜去する際、

心筋に過剰な負荷がかからないよう、「ペーシングワ
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【図表1】 警鐘レポート No.1（表面）
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